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遁— 3 津・泊

津・泊 古代の津や泊の史料も全国のものを一覧する史

料はない。『延喜式』には、諸国から寄せられた物資が、

都の郊外にあった大津、宇治津、大井津、与等津（淀津）

などで陸揚げされて、車などで都に運ばれることが書かれ

ている（木工寮式 車載条など）。また、同書には各国の津

も書かれていて、越前国の敦賀津、比楽湊、能登国の加嶋

津、越中国の日理津、越後国の蒲原津湊などは津の固有名

詞が書かれているが、山陽道や南海道の国の津は単に国と

のみ普通名詞で書かれている（主税式 諸国運漕雑物功賃条）。

このように、国家の津、各国の津、また「郡津」という地

名から各郡の津など、古代には各官術に所属する津があっ

た。

泊については、三善清行の意見封事には、河尻泊、大輪

田泊、魚住泊、韓泊、樫生泊の五泊が載せられ、これが行

程を計って行基が建置したもの（『本朝文粋」巻 2) として

いる。このように、泊は内海や外海の航路上に一日行程の

距離に設定された停泊地であった。

津や泊の遺跡を探究するには、まず津・泊の固有名詞の

地名や津・泊の地名から探す必要があるが、これも中世・

近世にも使われたことから、古代の津・泊の遺跡を特定す

ることは難しい。

津・泊の遺跡 津や泊は河岸や海岸に位置しているが、

そのような場所は地形の変遷が著しいところであるから、

その遺跡を追究することは難しい。地名や現状地形から港

の遺跡を歴史地理的に追究したもの (1)、発掘成果やボーリ

ングデータから難波津を復原したもの(2)、発掘成果や条里

の復原から泉津を復原したもの(3)などがある。

ここでは、発掘調壺による泉津の様相をみよう（図 1)。

泉津の一部である上津遺跡の発掘調査によって、木津川に

平行して柵列、溝が検出され、その内側に多数の掘立柱建

物群が検出された。溝．柵・建物等の遺構はおおむね方向

を揃えて配置され、東西2町ないしそれを超える面積を存

すると推定されること、これらの遺構にともなって、瓦、

土器、三彩陶器、帯金具、銭貨、士馬など多彩な遺物が出

土し、それらが平城宮内からの出上品と共通するものであ

ることなどから、泉津の一部でその東方にある上津遺跡は、

官の施設、すなわちいずれかの官司に属する木屋所である

と推定された叫 （高橋美久二）

〔注〕 (1)千田稔 『埋もれた港」学生社、 1974年。 (2)木原克司

「古代難波地域周辺の景観復原に関する諸問題」『大阪の歴史』

48、大阪市史料調査会、 1996年。 (3)高橋美久二「相楽郡条里

と泉津」 「京都府埋蔵文化財論集』 3、(lit)京都府埋文調査研究

センター、 1996年。 (4)木津町教委「上津遺跡第 2次発掘調査

概報」『木津町埋蔵文化財調査報告書第3集』 1980年。

--------------------------------------------------------------_____ L _____ -! 

゜
30m 

図1 京都府上津遺跡（泉津）発掘遺構平面図
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